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この度、浜川通信No.013が出来上がりましたので、お届けさせて頂きました。
皆様からのご意見等ございましたら、何なりとお寄せ下さい。

消費生活センターにおいて、講座の開催
など様々な啓発活動を積極的に展開し、
高齢者の方が被害に巻き込まれないよう
努めています。
過去も「訪問販売お断りシール」やリー
フレットを作成してきました。
今後も効果的な啓発グッズ作成を検討し
ていきます。

特殊詐欺防止について

高齢者の方が特に被害に遭われる特
殊詐欺被害を防ぐため、どのような
取り組みをしているのか。
特殊詐欺被害防止に、様々な啓発を
されているが、被害防止拡充事業と
して、「注意喚起のステッカー」の
作成･配布をしてはどうか。

答
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現在「終活」(人生の終わりのための
活動)において、エンディングノート
が役立っていると聞く。他市におい
ては簡略版を作成することで、「老
いの不安が和らいだ。」と好評を得
ている。
幸齢社会を実現する
一環としても、エン
ディングノート活用
促進の事業を実施して
はどうか。

本市においても終末期を支えていくため、
在宅医療・介護連携推進事業を開始しま
した。その一つとしていわゆる「終活」
の普及・啓発も進めて参ります。
医療と介護の両方が必要になるなど、加
齢とともに状態が変わっても、住み慣れ
た地域で住み続けられるよう、関連施策
の推進に努めてまいります。

市域全体のWi-Fi化は、
吹田市第３期情報化推
進計画の中で、図書館、
博物館、公民館などに
設置し、環境の構築を
進めています。防災拠
点である本庁舎にも拡
大する事を今後検討し
て参ります。

防災拠点だけでなく市域のWi-Fi化
は、有事はもちろん、平時もス
マートタウン構築など様々に有効
である。
まずは市役所庁舎を始めとした市
施設において整備をすべきである。

答ｴﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾉｰﾄ活用について

防災拠点Wi-Fi化について

答



慢性的に人材不足が続いており、重要な
問題と認識しています。安定した雇用の
確保と業務負担の軽減を図るための、各
種人件費に係る市単独助成事業を設けて
います。
今後も人材不足が続くと予想されること
から、待機児童アクションプランにおい
て、取り組みの一つに据え、積極的な支
援を考えます。

保育士の確保について 答

待機児童解消アクションプランの
もと、受け皿の拡大は進んでいる。
しかし、安心して預けられる保育
所には、優秀な保育士
が必要である。
保育士の確保に
ついてどのよう
に考えているのか。

求職者に対しては、きめ細
やかな就労支援を行ってお
ります。介護職員初任者研
修講座も実施し、介護従事
者の要請にも努めています。
小・中学校では総合的な学
習の時間で福祉体験を実施
している学校もあります。
今後も引き続き、児童生徒
が福祉に興味を持ち、介護
福祉士などの福祉に関する
職業に関心をもち、理解を
深められる取り組みをキャ
リア教育の一環として推進
して参りたいと考えてます。

介護人材確保について
答

介護離職を減らすと共に、
介護人材確保の取り組み
も重要である。
他市では介護職に光をあ
てた授業を実施し、介護
の仕事には「感謝」や
「感動」がある事を学ぶ。
本市も介護人材確保にむ
けた福祉教育を、キャリ
ア教育として実施すべき
ではないか。

猫の避妊・去勢手術助成制度について

事業実施より15年以上が経過しても、申請件数の
減少も見受けられない。
そこで
①対象病院を本市内の動物病院だけでなく、近隣
市も対象とすべきである。
②助成対象数を増やすべきである。
③公益財団法人の力を借りれば、ほとんど支出負
担は無い。活用すべきである。

①申請者の選択の幅は広がるが、吹田市開業獣医師会等との経過
もあり、今後協議して参りたい。
②今年度より、飼い猫2500円、飼い主のいない猫5000円に改めて
おり、経過推移を見ながら、より効果的な事業展開を検討します。
③公益財団法人を活用するには、ボランティアの体制、術後のケ
アなどの整備と継続的計画が必要であり、今後こうした協力体制
が確保できた団体と、制度の利用について協議していきたい。

答


